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秋風になびくオギの原っぱ。これまでの取り組みにより、かつての戸田ヶ原の風景が甦ってきています。

　左の写真は、大正9年（1920年）に撮影された戸田ヶ原の風
景で、白くて背の高い草はオギやヨシなどです。かつての戸
田ヶ原では、このような風景が広がっていました。オギやヨ
シが地面を覆うことで、夏の暑さや乾燥に弱いサクラソウは
生き延びることができます。
　オギやヨシは昔は冬になると刈り取られて、かやぶき屋根
の材料にしたり、牛や馬の餌にしたりしていました。早春か
ら春にかけて日当たりのよい状態になっていることで、サク
ラソウは芽を出し花を咲かせることができます。こうした営
みにより、かつての戸田ヶ原では、サクラソウが一面に広が
る環境が維持されていたと考えられます。
　1号地でもこれまでの取り組みにより、かつてのふるさと
の原風景が甦ってきています！大正 9年の戸田ヶ原

(戸田市立郷土博物館 島田コレクション )

秋が訪れた戸田ヶ原自然再生エリア第1号地。
今回は秋の戸田ヶ原の風景やガイドウォーク
の様子、企業との連携についてご紹介します。

カントウヨメナ
見頃：9～ 11月

　9月に戸田ヶ原サポーターのみなさんと1号地の管理作業をして
いたところ、タヌキが出てきました！！ 後日、イタチの足跡も確認
できたことから、タヌキやイタチが日常的に利用しているようです。

タヌキ

イタチの足跡



「エメラルドグリーンが舞う空へ！みんな
でミドリシジミの林づくり2015」を開催

　今年は、イオンスタイル北戸田・イオンモー
ル北戸田の従業員の方と戸田ヶ原サポーターの
方総勢46名にご参加いただき、かつて見られ
た「ミドリシジミ」が舞う空を目指してハンノ
キの苗木を植樹しました。ミドリシジミの幼虫
はハンノキの葉を食べます。植樹を通じてエメ
ラルドグリーンの綺麗な色をしたミドリシジミ
が暮らせる環境づくりを進めています。

戸田ヶ原サポーター活動予定

　秋を迎え、植物の生長も一段落しましたの
で、活動はしばらくお休みします。1月から
サクラソウの植え付け準備などを予定してい
ます。その際は改めて事務局からご連絡いた
しますので、どうぞよろしくお願いします!
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「秋限定！ホンモノの自然をご案内♪　　
彩湖・道満グリーンパークでガイド　
ウォーク」を開催

　10月31日（土）に彩湖・道満グリーンパーク内
でガイドウォークイベントを行いました。当日
は、ガイドから秋の戸田ヶ原の自然や公園内の
見所について解説してもらいました。公園内の自
然や歴史のスポットを織り込んだ説明に毎日散
歩されている方にも新たな発見があり、楽しん
でいただけました。
　ガイドウォークの途中では、かつて戸田ヶ原
で多く見られていたというトダスゲとチョウジソ
ウの植え付けをしました。戸田市ではこうした地
域本来の自然を取り戻していけるよう取り組み
を進めています。

戸田ヶ原の写真展を開催します！

【期間】　11月14日(土) ～ 23日(月・祝)
【場所】　イオンモール北戸田1階
　戸田ヶ原の季節の草花や動物、戸田ヶ原サ
ポーターの活動などこれまでの取り組みにつ
いての写真展です。素敵な写真を展示してい
ますので、ぜひお出かけの際はご覧下さい！

　植樹前には、外
来植物である「セ
イタカアワダチソ
ウ」の抜き取りに
も挑戦。

　戸田市の未来のために一汗かいていただき、
どうもありがとうございました！

　ご参加いただいたみなさん、またガイドのボラ
ンティアをしてくださった戸田ヶ原サポーターの
みなさん、どうもありがとうございました!


